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主な内容 

 

守ろうルール 示そうマナー 

まんのう町議会定例会 

申告漏れにご注意を 

廃校舎利活用アイデア募集 

会社・お店などの広告を掲載しませんか 

まちの動き 
〈1月1日現在〉 

●人口 20,647人（前月比ー7人） 

　    男：  9,922人 

　    女：10,725人 

●世帯数  6,897戸（前月比＋1戸） 
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自転車の罰則の一例　■酒酔い運転…3年以下の懲役または50万円以下の罰金 
　　　　　　　　　　■2人乗り運転…2万円以下の罰金または科料 

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
で
事
故
防
止
を 

琴平警察署 
交通課長 

　川上 寿典さん 

　起こそうと思っていなくても起こる交通事故。被害者にも加害者にもなる可能性があります。交通事故は当事者
だけでなく、家族など周りの人も傷つけてしまいます。 
　まんのう町内の昨年の交通事故死者数は4名であり、前年の1名から実に4倍となりました。 
　ひとりひとりが交通ルールを守り、交通マナーを向上させ、交通事故を起こさないよう、遭わないよう心がけましょう。 
 

　昨年の県下の交通死亡事故、９２件のうち、飲酒絡みは２４件でした。 
　一昨年の4件と比べると、その増加は著しく、全体の２６.1％を占め
ています。 
　飲酒運転は、運転者はもちろんのこと、同乗者も飲酒させた者も罰
せられます。 

ハンドルキーパー運動 
自動車で飲食店に来て飲酒する場合、仲間同士で飲まない人を決め、

　自転車は軽車両。道路交通法の摘要となります。 
　罰則強化の背景には、自転車に乗る人のルール無視が目立ち、歩行者
に対する危険性が高まっていることが挙げられます。 

してはいけない行為 
飲酒・二人乗り・傘差し・並進・信号無視・無灯火など 
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交
通
安
全
は
家
庭
か
ら 

まんのう町 
交通安全母の会会長 

　岩井 桂子さん 

ま
ん
の
う
町 

  

交
通
安
全
活
動
推
進
大
会 

平
成
１９
年
2
月
3
日（
土
） 

    

　  

●
午
後
1
時
３０
分
か
ら 

   

　   

●
町
民
文
化
ホ
ー
ル
に
て 

　昨年10月に、県下の一般道でシートベルトの着用調査をしたが着用率
は92.8％で一昨年の着用率（89.0％）よりも向上しました。しかし、全国
平均の93.3％よりも低くなっています。 
　本町においては、運転者側74.7％、助手席側53.4％と全国、県の着用
率を大きく下回っています。 
　運転者、助手席のシートベルト着用はもちろん、後部座席でもシートベ
ルトの着用を徹底しましょう。 

　昨年の9月から、歩行者が安全で安心して道路を横断できるように、押しボタ
ン信号機の運用が変更になっています。 
　車両用の信号が黄色の点滅から青色に変わっています。 
　道路を横断するときは、押しボタン信号機を利用し、横断歩道を通行しましょう。 
 

スピード　　　ゆとりを持って安全速度 
酒　　　　　　飲酒運転厳禁 
シートベルト　後部座席も含めて 
サンセット　　早目のライト点灯 
シルバー　　　減速・徐行で優しい運転 

交通事故抑止のための 
町内の事故発生件数の推移

平成
16年

平成
17年

平成
18年

615

580

519

206

207

172

3

1

4

273

257

236

事故件数 人身件数 死者数 負傷者数

 
歩行者、自転車乗車時は、反射材をつけましょう。 
薄暮時間帯の交通事故防止のため、早めにライトを点灯しましょう。 
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 ま
ん
の
う
町
財
産
区
議
会
設
置
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
右
記
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
ん
の
う
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
右
記
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
ん
の
う
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
右
記
議
案
は
、継
続
審
議
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
ん
の
う
町
自
家
用
自
動
車
有
償
運
行
事

業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

　
右
記
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
 

　
吉
野
下
字
杉
上
上
所
に
吉
野
字
鐘
場

の
一
部
が
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
ん
の
う
町
道
路
線
認
定
に
つ
い
て
（
桶

樋
五
毛
線
）

　
桶
樋
五
毛
線（
起
点
・
吉
野
字
桶
樋
３

２
８
７
番
２
地
先
、終
点
・
吉
野
字
五
毛
八

反
地
４
１
６
５
番
３
地
先
）が
町
道
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
 

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

設
立
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
の
医
療
に
関
す
る
事
務

を
処
理
す
る
た
め
、香
川
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
 

香
川
県
中
部
広
域
競
艇
事
業
組
合
規
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
右
記
組
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
こ

と
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

香
川
県
市
町
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

　
右
記
組
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
こ

と
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
上
井
地

区
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
右
記
事
業
の
事
業
計
画
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
 

平
成
１８
年
度
ま
ん
の
う
町
一
般
会
計
補
正

予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１

３
６
、２
５
０
、０
０
０
円
が
追
加
さ
れ
、歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
９
、１

９
８
、２
８
７
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
増
額
さ
れ
た
主
な
項
目
は
清
掃
費
及

び
児
童
福
祉
費
な
ど
で
す
。
 

平
成
１８
年
度
ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
８
５
、０
２
２
、０
０
０
円
が

追
加
さ
れ
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ

れ
ぞ
れ
２
、２
２
２
、８
６
０
、０
０
０
円
に

な
り
ま
し
た
。
 

　
増
額
さ
れ
た
主
な
項
目
は
保
険
給
付

費
で
す
。
 

平
成
１８
年
度
ま
ん
の
う
町
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
７

５
４
、０
０
０
円
が
追
加
さ
れ
、歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
３
、０
３
５
、３

０
５
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
増
額
さ
れ
た
主
な
項
目
は
諸
支
出
金
で
す
。 

平
成
１８
年
度
ま
ん
の
う
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
３
、

２
０
０
、０
０
０
円
が
追
加
さ
れ
、歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
１
、８
７
６
、

７
９
４
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
増
額
さ
れ
た
主
な
項
目
は
保
険
給
付

費
で
す
。
 

平
成
１８
年
度
ま
ん
の
う
町
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
の
繰
入
金
及
び
町
債
の
額
が
変

更
さ
れ
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ

ぞ
れ
３
３
４
、６
６
５
、０
０
０
円
に
な
り

ま
し
た
。
 

平
成
１８
年
度
ま
ん
の
う
町
下
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
４
、

６
２
７
、０
０
０
円
が
追
加
さ
れ
、歳
入
歳

出
の
総
額
予
算
は
そ
れ
ぞ
れ
２
４
６
、７
７

９
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
増
額
さ
れ
た
主
な
項
目
は
、施
設
整
備

費
で
す
。
 

平
成
１８
年
度
ま
ん
の
う
町
浄
化
槽
整
備

推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

４
４
、２
０
８
、０
０
０
円
が
減
額
さ
れ
、歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、１
１
２
、４
１
６
、

０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。
 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い

て　
人
権
擁
護
委
員
に
滝
口
は
な
み
氏（
中

通
）を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
 

森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産
業
政
策
の
充

実
と
国
有
林
野
事
業
の
再
構
築
に
関
す

る
意
見
書

　
右
記
意
見
書
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

   

平成18年
第
3
回

会期：平成18年12月14日～12月22日

まんのう町議会 定例会 
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平成17年度 満濃町一般会計歳入歳出決算及び同年度各特別会計歳入歳出決算認定について
下記のとおり認定されました。 

平成17年度 仲南町一般会計歳入歳出決算及び同年度各特別会計歳入歳出決算認定について
下記のとおり認定されました。 

平成17年度 まんのう町一般会計歳入歳出決算及び同年度各特別会計歳入歳出決算認定について
下記のとおり認定されました。 

2,418,369,126 

327,264,761 

40,800,643 

475,559,561 

126,131,197 

88,081,183 

261,213,059 

5,529,714

2,213,746,169 

346,690,286 

55,708,989 

508,342,415 

106,488,938 

81,350,276 

293,573,656 

14,186,881

4,506,049,172 

956,370,182 

1,465,752,299 

931,015,702 

75,531,245 

5,756,936

4,748,414,747 

1,091,615,264 

1,567,941,667 

937,879,439 

182,833,382 

35,676,253

2,796,831,385 

343,782,384 

731,034,271 

439,031,144 

149,548,657 

50,257,505 

72,795,121

2,639,225,116 

332,388,254 

662,584,821 

341,958,441 

147,821,603 

46,032,103 

145,479,005

2,011,519,180 

316,943,083 

15,705,307 

409,155,575 

213,800,675 

8,764,831 

5,404,282 

13,478,174 

111,389,153 

31,046,871 

76,284,032

204,622,957 

△19,425,525 

△14,908,346 

△32,782,854 

19,642,259 

6,730,907 

△32,360,597 

△8,657,167

△242,365,575 

△135,245,082 

△102,189,368 

△6,863,737 

△107,302,137 

△29,919,317

157,606,269 

11,394,130 

68,449,450 

97,072,703 

1,727,054 

4,225,402 

△72,683,884

716,828,105 

105,934,396 

0 

16,865,526 

128,396,422 

0 

28,997,881 

9,758,574 

6,845,324 

708,129 

4,232,277

2,728,347,285 

422,877,479 

15,705,307 

426,021,101 

342,197,097 

8,764,831 

34,402,163 

23,236,748 

118,234,477 

31,755,000 

80,516,309

 

合併の事由により生じた債務。一時借入金で充用 

合併の事由により生じた債務。一時借入金で充用 

合併の事由により生じた債務。一時借入金で充用 

 

 

合併の事由により生じた債務。一時借入金で充用 

合併の事由により生じた債務。一時借入金で充用 

 

合併の事由により生じた債務。一時借入金で充用 

合併の事由により生じた債務。一時借入金で充用 

合併の事由により生じた債務。一時借入金で充用 

合併の事由により生じた債務。一時借入金で充用 

合併の事由により生じた債務。一時借入金で充用 

合併の事由により生じた債務。一時借入金で充用 

 

 

 

差し引き額は翌年度へ繰越 

差し引き額は翌年度へ繰越 

 

差し引き額は翌年度へ繰越 

差し引き額は翌年度へ繰越 

 

差し引き額は翌年度へ繰越 

差し引き額は翌年度へ繰越 

差し引き額は翌年度へ繰越 

差し引き額は翌年度へ繰越 

差し引き額は翌年度へ繰越 

項　目 　　　　　　　　　　　　 歳  入       歳  出        差し引き                    備  考 

項　目 　　　　　　　　　　　　 歳  入       歳  出        差し引き                    備  考 

項　目 　　　　　　　　　　　　 歳  入       歳  出        差し引き                    備  考 

項　目 　　　　　　　　　　　　 歳  入       歳  出        差し引き                    備  考 

（円） 

（円） 

（円） 

（円） 

琴 南 町 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

琴南町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算 

琴南町国民健康保険特別会計(直営診療施設勘定)歳入歳出決算 

琴 南 町 老 人 保 健 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

琴 南 町 診 療 所 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

琴 南 町 簡 易 水 道 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

琴南町介護保険事業特別会計歳入歳出決算  

琴南町訪問介護サービス事業特別会計歳入歳出決算 

ま ん の う 町 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

まんのう町国民健康保険特別会計(事業勘定)歳入歳出決算 

まんのう町国民健康保険特別会計(直営診療施設勘定)歳入歳出決算 

まんのう町老人保健特別会計歳入歳出決算  

まんのう町介護保険特別会計歳入歳出決算  

まんのう町訪問介護サービス事業特別会計歳入歳出決算 

まん のう町診療所特別会計歳入歳出決算  

まんのう町簡易水道特別会計歳入歳出決算  

まん のう町下水道特別会計歳入歳出決算  

まんのう町農業集落排水特別会計歳入歳出決算 

まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決算 

満 濃 町 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

満濃町国民健康保険特別会計歳入歳出決算  

満 濃 町 老 人 保 健 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

満 濃 町 介 護 保 険 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

満 濃 町 下 水 道 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

満濃町農業集落排水特別会計歳入歳出決算  

仲 南 町 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

仲南町国民健康保険特別会計歳入歳出決算  

仲 南 町 老 人 保 健 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

仲 南 町 介 護 保 険 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

仲 南 町 簡 易 水 道 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

仲 南町公共下水道特別会計歳入歳出決算  

仲南町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決算 

 

 

 

 

 

 

合併の事由による不足額。一時借入金で充用 
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町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
漏
れ
に
は
 

ご
注
意
を
！
 

　
平
成
19
年
度
の
町
県
民
税
・
国
民
健

康
保
険
税
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

所
得
と
所
得
控
除
を
自
ら
計
算
し
て
申

告
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
こ
の
申
告
は
、町
県
民
税
、国
民
健
康

保
険
税
、介
護
保
険
料
を
正
し
く
算
定

す
る
基
礎
と
な
り
ま
す
。
 

　
忘
れ
ず
に
指
定
会
場（
別
添
日
程
表
）

で
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
申
告
の
必
要
な
人
】
 

　
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
に
ま
ん
の

う
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
か
、居
住
し

て
い
る
方
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
す

る
人
は
、町
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

◆
商
工
業
、農
業
、不
動
産
業
な
ど
の
事

　
業
を
し
て
い
る
人
 

◆
生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
保
険
料
金

　
の
支
払
い
を
受
け
取
る
な
ど
、一
時
所

　
得
の
あ
る
人
。
 

◆
給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）
や
年

　
金
受
給
者
で
次
の
よ
う
な
人
 

○
2
箇
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い

　
る
人（
厚
生
年
金
や
国
民
年
金
な
ど
を

　
2
つ
以
上
受
け
取
っ
て
い
る
人
や
給
与

　
と
年
金
の
両
方
を
受
け
取
っ
て
い
る
人

　
も
含
ま
れ
ま
す
。） 

○
給
与
や
年
金
以
外
に
農
業
や
事
業
を

　
し
て
い
る
人
。
 

◆
国
民
健
康
保
険
の
加
入
世
帯
は
、
収

　
入
が
な
く
て
も
加
入
者
全
員
の
申
告

　
が
必
要
で
す
。
 

【
申
告
相
談
に
関
す
る
お
願
い
】
 

〜
自
分
で
で
き
る
と
こ
ろ
は
 

　
　
　
　
　
　
　
　
整
理
し
よ
う
〜
 

　
職
員
１
人
が
１
日
に
対
応
で
き
る
の
は

10
名
程
度
で
す
。
相
談
者
個
々
の
事
情
に

よ
り
、そ
の
後
の
人
の
待
ち
時
間
が
延
び

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。み
な
さ
ん
か
ら
、十

分
な
時
間
を
か
け
て
相
談
を
お
受
け
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
自
分

で
で
き
る
と
こ
ろ
は
、ぜ
ひ
、自
分
で
整
理

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
 

〜
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
に
ご
協
力
 

　
　
　
　
　
　
　
を
お
願
い
し
ま
す
〜
 

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
領
収

　
書
の
金
額
を
集
計
し
て「
医
療
費
控
除

　
明
細
書
」に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

○
「
医
療
費
控
除
明
細
書
」
、「
お
む
つ
使

　
用
証
明
書
」
、「
収
支
内
訳
書
」の
用
紙

　
は
役
場
税
務
課
、
各
支
所
窓
口
に
備

　
え
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

　
だ
さ
い
。
 

○
整
理
が
不
十
分
な
場
合
は
多
少
時
間

　
が
か
か
り
ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
の
ご
協

　
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
申
告
に
必
要
な
物
】
 

・
印
鑑
 

・
所
得
金
額
計
算
の
資
料
 

○
給
与
所
得
や
公
的
年
金
な
ど
の
平
成

　
18
年
分
源
泉
徴
収
票
 

○
郵
便
局
や
生
命
保
険
会
社
で
契
約
し

　
た
保
険
金
や
年
金
の
受
取
証
明
書
 

◆
農
業
所
得
の
申
告
に
つ
い
て
◆
 

〜
農
業
収
入
の
あ
る
人
は
 

　
　
収
支
内
訳
書
を
ま
と
め
て
 

　
　
　
申
告
会
場
へ
お
越
し
下
さ
い
〜
 

　
農
業
所
得
は
、税
務
上
お
店
の
経
営
者

な
ど
の
営
業
所
得
と
同
じ
事
業
所
得
に
該

当
し
ま
す
の
で
、本
来
の
収
入
金
額
か
ら

必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
所
得
金
額
を
算

出
す
る
「
収
支
計
算
方
式
」に
よ
り
申
告

す
る
の
が
原
則
で
す
。「
収
支
計
算
方
式
」

の
た
め
に
は
、18
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
の
農
業
に
関
す
る
金
額

が
わ
か
る
書
類（
出
荷
・
売
上
伝
票
、請
求

書
、領
収
書
、補
助
金
等
の
通
知
書
な
ど
）

が
必
要
で
す
。
 

（
農
業
所
得
の
申
告
に
次
の
収
支
計
算

が
で
き
る
書
類
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
）
 

「
収
入
金
額
に
関
す
る
書
類
等
」
 

農
産
物
の
販
売
金
額
／
Ｊ
Ａ
わ
が
家
の

農
業
収
益
等
集
計
表
 

自
家
消
費
等
の
数
量
／
農
産
物
の
種
類
、

数
量
を
記
録
し
た
メ
モ
 

そ
の
他
農
業
所
得
に
関
連
し
て
得
た
収

入
／
振
り
込
み
の
あ
っ
た
預
金
通
帳
、領

収
書（
控
）な
ど
 

「
必
要
経
費
に
関
す
る
書
類
等
」
 

雇
用
費
、小
作
料
、賃
借
料
及
び
作
業
委

託
費
／
領
収
書
、振
り
込
み
通
知
書
な

ど
 

利
子
割
引
料
／
金
融
機
関
等
の
返
済
表
、

利
息
計
算
書
な
ど
 

租
税
公
課
／
領
収
書
 

減
価
償
却
費
／
減
価
償
却
資
産（
農
機

具
等
）の
領
収
書
 

そ
の
他
／
Ｊ
Ａ
わ
が
家
の
農
業
経
費
等

集
計
表
 

◆
所
得
控
除
額
計
算
の
資
料
◆
 

○
社
会
保
険
料
の
領
収
書
、控
除
証
明
書
 

　（
国
民
健
康
保
険
料
納
付
証
明
書
、介
 

　
護
保
険
料
納
付
証
明
書
、国
民
年
金

　
保
険
料
控
除
証
明
書
※
１
、任
意
継

│
申
告
は
2
月
１６
日
〜
3
月
１５
日
ま
で
に
│
 



7 
 

 

　
続
保
険
料
な
ど
）※
１
国
民
年
金
に
つ

　
い
て
は
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

　
険
料
）控
除
証
明
書
」の
添
付
が
義
務

　
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
紛
失
等
で
再
発

　
行
の
場
合
は
善
通
寺
社
会
保
険
事
務

　
所
電
話
62 
｜
１
１
２
６
で
問
い
合
わ
せ

　
て
く
だ
さ
い
。
 

○
生
命
保
険
料
、個
人
年
金
保
険
料
、損

　
害
保
険
料
の
控
除
証
明
書
 

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、医

　
療
費
の
領
収
書
、保
険
金
な
ど
で
補
て

　
ん
さ
れ
た
支
払
明
細
書
。
 

※
お
む
つ
使
用
の
場
合
は
、お
む
つ
代
の

　
領
収
書
及
び
医
師
が
発
行
す
る
「
お

　
む
つ
使
用
証
明
書
」（
２
年
目
以
降
は

　
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
電
話
73 
｜
０

　
１
０
２
）が
発
行
す
る
確
認
書
で
も
可
） 

○
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、身

　
体
障
害
者
手
帳
、精
神
障
害
者
保
健

　
福
祉
手
帳
、療
育
手
帳
、戦
傷
病
者
手

　
帳
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
認
定
基

　
準
日
・
平
成
18
年
12
月
31
日
現
在
） 

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
 

　
所
得
金
額
や
所
得
控
除
の
計
算
資
料

　
の
ほ
か
に
年
末
残
高
証
明
書（
金
融
機

　
関
発
行
）、住
民
票
の
写
し（
役
場
発
行
）、

　
源
泉
徴
収
票
、住
宅
用
家
屋
・
敷
地
の

　
全
部
事
項
証
明
書
ま
た
は
登
記
事
項

　
要
約
書（
法
務
局
発
行
）、申
告
者
本

　
人
名
義
の
通
帳
、建
築
工
事
の
請
負
契

　
約
書
、売
買
契
約
書（
収
入
印
紙
添
付

　
済
）、印
鑑
が
必
要
で
す
。
 

◆
納
付
や
還
付
の
た
め
に
◆
 

○
所
得
税
の
口
座
振
替
や
還
付
金
の
銀

　
行
振
り
込
み
口
座
と
な
る
申
告
者
本

　
人
の
預
金
通
帳
と
金
融
機
関
お
届
け
印
 

○
税
務
署
か
ら
申
告
書
を
送
付
さ
れ
て

　
い
る
人
は
そ
の
申
告
書
 

【
年
金
所
得
の
み
の
方
の
 

　
　
　
　
　
　
　
還
付
申
告
相
談
会
場
】 

　
公
的
年
金（
国
民
年
金
、厚
生
年
金
、

公
務
員
の
共
済
年
金
、恩
給
な
ど
）の
み

の
収
入
の
方
で
、所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ

れ
て
い
る
方（
源
泉
徴
収
票
の
源
泉
徴
収

税
額
の
欄
に
金
額
が
記
入
さ
れ
て
い
る
方
）

を
対
象
に
、還
付
申
告
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
 

◆
日
時
場
所
◆
 

　
琴
南
地
区
 

　
琴
南
支
所
　
２
月
14
日（
水
） 

　
満
濃
地
区

　
町
役
場
　
２
月
13
日（
火
）14
日（
水
） 

　
仲
南
地
区

　
仲
南
支
所
　
２
月
14
日（
水
） 

　
※
時
間
９
時
〜
12
時
　
13
時
〜
14
時

◆
必
要
な
も
の
◆
 

漓
公
的
年
金
の
平
成
18
年
分
の
源
泉
　

　
徴
収
票
 

滷
印
鑑
 

澆
申
告
者
本
人
名
義
の
金
融
機
関
の
口

　
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
 

潺
所
得
控
除
額
計
算
と
な
る
資
料
 

【
国
民
健
康
保
険
、介
護
保
険
に
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
加
入
し
て
い
る
人
】
 

　
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
に
加
入
 

し
て
い
る
人
は
、収
入
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
を
し

て
い
な
い
場
合
、所
得
の
少
な
い
方
に
か
か

る
軽
減
を
う
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 

【
介
護
保
険
の
６５
歳
以
上
の
第
１
号
　

　
被
保
険
者
が
い
る
世
帯
の
方
々
へ
】
 

　
65
歳
以
上
の
方
の
平
成
19
年
度
の
介

護
保
険
料
を
決
定
す
る
際
に「
世
帯
全
員
」

の
町
民
税
の
状
況
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
確
か
め
よ
う
！！
　
固
定
資
産
台
帳
】
 

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
 

期
間
　
４
月
１
日
〜
５
月
31
日
 

　
　
　
尚
、土
、日
、祝
日
は
除
き
ま
す
。
 

場
所
　
町
役
場
税
務
課（
固
定
資
産
税

　
　
　
担
当
窓
口
） 

 　
丸
亀
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

 【
確
定
申
告
書
は
自
分
で
作
成
し
て
 

　
　
　
　
　
　
 
お
早
め
に
提
出
を
！
】 

　
税
務
署
で
は
確
定
申
告
書
・
収
支
内

訳
書
な
ど
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
、自
分

で
作
成
し
、で
き
る
だ
け
郵
送
で
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。
 

　
昨
年
、確
定
申
告
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
本
年
も
確
定
申
告
書
を
送
付
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

【
次
の
方
は
税
務
署
で
の
申
告
を
 

　
　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
】

◆
申
告
の
内
容
◆
 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
 

医
療
費
控
除
 

営
業
所
得
 

所
得
税
 

個
人
事
業
者
の
消
費
税
 

贈
与
税
 

譲
渡
所
得（
株
式
、土
地
の
売
買
） 

青
色
申
告
 

◆
日
時
／
２
月
16
日
〜
３
月
15
日（
午

　
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
、土
日
、

　
祝
日
を
除
く
） 

◆
申
告
会
場
／
丸
亀
市
保
健
福
祉
セ

　
ン
タ
ー（
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
）電
話

　
24 
｜
８
４
０
０
 

◆
申
告
の
問
合
せ
先
／
丸
亀
税
務
署

　
電
話
23 
｜
２
２
２
１
 

※
丸
亀
税
務
署
内
に
は
、確
定
申
告
会

　
場
は
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注

　
意
く
だ
さ
い
。
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『廃校舎の利活用』についてのアイデアを募集します。 

　学校統廃合などにより、町内には多くの遊休施設があります。この施

設をいかに有効に活用するかは、旧学校区はもとより、まんのう町にお

ける重要な課題となっています。 

　町内には活用検討施設が多いことから、今回は下記の4小学校につ

いて、活用案のアイデアを募集します。 

　多くの皆さんのユニークなアイデアをお待ちしています。 

■応募資格：アイデアをお持ちの方はどなたでも応募できます。 

■応募方法：応募者の住所、氏名、電話番号を記入のうえ企画情報課

　　　　    まで、持参か郵送、FAXまたは電子メールで応 募ください。 

■応募用紙：応募用紙もありますが、様式は自由です。※応募用紙は役場本庁、支所、出張所、中央公民館にあります。 

■募集期間：平成１９年2月1日（木）～2月２８日（水）※消印有効 

■応募先・問い合わせ先：まんのう町企画情報課　〒766-0022　まんのう町吉野下430 

　　　　　　　　　          薀73-0106　FAX73-0112    電子メール :kikaku@town.manno.lg.jp 

 

 

まんのう町川東９１９番地 
町南東部の土器川、国道４３８号線沿いの山間部に位置し、商店、郵便局などが 
隣接している。 
８,０１９裃 
昭和４８年３月建築、鉄筋コンクリート３階建、１,６８１裃（非耐震施設） 
昭和４９年３月建築、鉄筋コンクリート、４３８裃（非耐震施設） 
昭和５０年建築、ステンレス製 
 
 

旧琴南東小学校（平成１７年3月廃校） 

旧仲南東小学校（平成18年3月廃校） 

旧仲南西小学校（平成18年3月廃校） 

旧仲南北小学校（平成18年3月廃校） 

所 在 地  
周辺環境  
 
敷地総面積 
校 舎  
体 育 館  
プ ー ル 

まんのう町七箇２５２９番地 
町南部、県道丸亀三好線沿いの住宅が点在する田園地帯に位置している。 
１０,６５０裃 
昭和５２年２月建築、鉄筋コンクリート２階建、１,９４８裃（耐震施設） 
昭和６１年１２月建築、鉄筋コンクリート、８３１裃（耐震施設） 
平成２年建築、FRP製 
 
 

所 在 地  
周辺環境  
敷地総面積 
校 舎  
体 育 館  
プ ー ル 

まんのう町追上２０番地 
町南西部、国道３２号線東側山間部の小高い山の上に位置している。 
９,７００裃 
昭和６３年１月建築、鉄筋コンクリート３階建、１,８２６裃（耐震施設） 
昭和６３年１２月建築、鉄筋コンクリート、８１７裃（耐震施設） 
平成３年建築、FRP製 
 
 

所 在 地  
周辺環境  
敷地総面積 
校 舎  
体 育 館  
プ ー ル 

まんのう町宮田７５０番地４ 
町北西部、国道３２号線沿いの丘陵地に位置し、周辺には住宅が点在している。 
１６,０５５裃 
昭和５５年３月建築、鉄筋コンクリート２階建、１,９６５裃（非耐震施設） 
昭和５６年３月建築、鉄筋コンクリート、７２９裃（非耐震施設） 
昭和５９年建築、RC製 
 
 

所 在 地  
周辺環境  
敷地総面積 
校 舎  
体 育 館  
プ ー ル 



140裃以下

140裃を超えるもの

（二世帯住宅）

9

仲南地区合併処理浄化槽の申込受付中 

生し尿の清掃券を廃止します 

環境保全課 薀73-0123

～4月1日からは販売されません～

●数値は1人が1日に出す水質汚濁物質の量をBODで表したものです。 

●4月1日から廃止される清掃券 

5人槽 

7人槽 

10人槽 

 

７８,３００ 

１０８,６００ 

１５２,４００ 

 

２,５００ 

２,７００ 

２,９００ 

 

住宅の延べ床面積 　　　　　　　            人 槽                            分担金                       月額使用料

　仲南地区（買田地区を除く）の全域は生活排

水処理対策事業区域になっており町で設置す

る合併処理浄化槽設置区域となっています。 

　この区域での合併処理浄化槽の平成１９年度

分の申し込みを受付けています。 

　地球温暖化が進むなか、水質汚濁が大きな

問題となっており、近い将来安全な真水の確保

が困難になるとも言われています。将来の子ど

もたちの為、排水処理に意識を向け適切に生活

排水が処理できる合併処理浄化槽の設置につ

いて考えていただき、申し込みをしてください。 

　分担金や使用料は次のとおりです。 

 

　満濃地区でご利用いただいていました生し尿の清掃

券の販売は、平成１９年３月３１日をもって廃止します。 

　清掃券は、昭和４７年以来、旧満濃町で生し尿の汲み

取り手数料の支払いに使用されてきました。 

　また、仲南地区・琴南地区では納付令書により、各金

融機関又は役場や支所等の出納窓口で現金納付をし

ていただいております。 

　今回、業務の簡素化と統一化を図るため、全町域で

納付書による現金納付に統一することになりました。 

　ご理解とご協力をお願いします 

 

　尚、すでに町民の方がお持ちになっている清掃券は4月1日以降も使用できます。生し尿の汲み取
り手数料の支払いに使ってください。 
　また、町民の皆さんからご要望があります口座振替による納付につきましては、一部地域で平成１９
年度より実施していきます。該当されている人には、別途ご連絡をします。 
 

※お持ちの清掃券は使用できます。 

○床面積別人槽区分及び分担金並びに使用料（円）

※設置費用及び設備工事の融資制度もあります。（融資金額5万～50万で月額1万円の償還、無利子） 
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まんのう町ヘルスメイトの食育「川柳」 

 朝食抜きは、肥満の原因です 

平成18年度「朝ごはん大好き、野菜大好き、讃岐っ子」食育推進事業 

 

 
健
康 

だ 
よ 

り 

「
ウ
エ
ス
ト
の 

　
　 

サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
で
健
康
ア
ッ
プ
」 

　
２
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
生
活
習
慣

病
予
防
週
間
で
す
。
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
ウ
エ
ス
ト
の
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
で
健
康
ア
ッ
プ
」

で
す
。
高
血
圧
、心
臓
病
、高
脂
血
症
、糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
内
臓
脂
肪

型
肥
満
に
重
複
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

内
臓
脂
肪
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

脳
卒
中
、心
筋
梗
塞
、糖
尿
病
か
ら
く
る

人
工
透
析
、失
明
な
ど
を
減
少
さ
せ
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。 

◆
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　(

内
臓
脂
肪
症
候
群)

　
腹
囲
が
男
性
85
㎝
、女
性
90
㎝
以
上
で

高
血
糖
、高
中
性
脂
肪
、高
血
圧
の
う
ち

２
つ
以
上
に
該
当
す
る
人
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
で
す
。
ま
た
一
つ
該
当
の

人
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
備

軍
で
す
。 

    

  

◆
栄
養
に
つ
い
て

　
現
在
の
国
民
の
栄
養
摂
取
状
況
を
み

る
と
、脂
肪
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
の
増
加
、食

塩
の
取
り
過
ぎ
、カ
ル
シ
ゥ
ム
不
足
や
肥
満

傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
肥
満
傾
向
は
、
20

代
で
５
人
に
１
人
、30
〜
60
代
で
は
３
人
に

１
人
も
み
ら
れ
ま
す
。
又
一
方
、20
代
の
女

性
で
は
や
せ
が
５
人
に
１
人
と
過
度
の
ダ

イ
エ
ッ
ト
が
問
題
で
す
。 

　
標
準
体
重
の
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

標
準
体
重
＝
身
長（
ｍ
）×
身
長（
ｍ
）×
22

◆
運
動
に
つ
い
て

　
運
動
に
つ
い
て
は
国
民
の
３
分
の
１
が
運

動
習
慣
を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

運
動
を
す
る
と
、ブ
ド
ウ
糖
が
消
費
さ
れ

血
糖
値
が
下
が

り
ま
す
。 

　
ま
た
習
慣
的

に
運
動
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
筋
肉
量
が
増
え
、太
り
に
く

く
な
り
ま
す
。
運
動
の
種
類
は
有
酸
素
運

動
（
酸
素
を
十
分
に
取
り
込
み
、血
糖
や

脂
肪
を
効
率
よ
く
消
費
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
持
続
的
な
全
身
運
動
の
こ
と
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
泳
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
な

ど
）が
最
適
で
、少
な
く
と
も
１
週
間
に
３

日
以
上
、１
日
15
〜
60
分
を
目
安
に
行
い

ま
す
。 

　
な
お
、健
康
増
進
室
で
は
４
月
か
ら
週

１
回
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
教
室
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。 

 

食改の 
食育だより 

 （4人分） 材料 ●鶏肉 120g ●さつま芋 80g ●人参 80g ●大根80g 
　　　　　　　　　　●春菊 50g ●だんご粉 100g ●だし汁 400裨  ●豆乳 200裨 
　　　　　　    ●味噌 大さじ2   
　　　　　　　　　 

一口大 

1㎝厚さ 
一口大 

5㎜厚さ 
いちょう切り 

3㎝長さ 

丸めた平たいだんご 

耳たぶ固さに 
こねる 

野菜が柔らかくなったら、だんごを入れ、火を通す 

作り方 

 

 

 

●エネルギー 300kcal  ●脂質 7.5g   
●たんぱく質 9.0g ●食塩 0.8g ●食物繊維 2.3g 

  

 600kcal 栄養バランスメニューの一例 

豆乳みそ汁、ヨーグルト、プリン、キウイ 

だんご 
豆乳みそ汁 

赤・黄・緑そろった朝食を摂りましょう。 
寒い朝、みそ汁にだんごと豆乳加えて、 

栄養満点！ 

だんご豆乳みそ汁（4人分） 

15
分で
朝食づくり

鶏肉 

さつま芋 

大根 

人参 

春菊 
だし汁 

豆乳 
みそ 
春菊 

＋ → 

水 

だんご粉 

1

1

2
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運動の励行・食生活の改善で 
ますます健康になろう!

広報「まんのう」に 
会社・お店などの広告を掲載しませんか 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画情報課 薀73－0106

　BMI【体重（体格）指数】が２５以上の方は、運動の励行や食生活の改善をしましょう。 
　　※ BMIの求め方　BMI = 体重 ÷ 身長 ÷ 身長　判定　２２が理想的　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１８．５～２５未満は正常）　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２ ５以上は肥満 
　また、日常生活でお悩みの方や食生活改善についても町の保健師や 
管理栄養士が相談に応じますので、お気軽にお電話ください。 
　国保ヘルスアップ事業関係　福祉保健課　薀73－0124 
　健康に関する相談　　　　　健康増進室　薀73－0126 
 
 

　町では財源の確保と地域振興を目的に、4月号以降の広報紙に掲載する広告を募集します。 

掲載に当たっては、町が定める広報まんのう広告掲載要綱に基づき審査を行います。 

　詳しくは企画情報課または町ホームページでご確認ください。 

　　　　　　　　　　　　 ●広報まんのう：毎月1日発行　町内全世帯に配布(約6,800部) 

平成１８年度（４～９月）上半期診療費保険者負担額  １,361,090,859円 

※ 一人当たりの費用額は県内の市町で４番目に多い額となっており、より一層健康管理に気をつける必要があります。 

掲 載 位 置  

大 き さ ・ 色  

枠 数  

掲 載 期 間  

料 金  

申 し 込 み 方 法  

申 し 込 み 期 限  

 

お知らせページ下段 

縦60ミリ×横87ミリ　2色（町が指定する） 

2枠（枠は左右指定可能 ※先着順） 

1か月単位。連続掲載は3か月以内とする。 

一枠　10,000円／月 

所定の申請書に広告の原稿を添えて企画情報課へ。（原稿は広告主負担で作成） 

広報掲載月の2ヶ月前の月の20日（4月号なら2月20日） 

 

　総医療費に占める入院費の割合は大きく、入院の増加は医療費の急激な上昇
へとつながります。その視点から、国保被保険者の疾病別分類を診てみると、脳
梗塞などの循環器系の疾病や糖尿病など、重篤な疾病が上位を占めており、今
後の対策が急がれています。 
　このような疾病予防のために町では、平成１９年度から「国保ヘルスアップ事業」
をおこないます。 

　この事業の対象者は国保加入者で４０～７４歳の人で、住民基本健康診査又は人間ドックを受診された方で検
査数値が境界域又はそれ以上で、運動指導や保健指導・栄養指導の必要な方です。 

ま ん の う 町  

仲 多 度 郡  

県 平 均  

２５０,８５２ 

２４２,５７９ 

２３２,２７０ 

 

４０,１６０ 

３８,０８１ 

３７,１４３ 

 

１３,３２５ 

１２,１９０ 

１２,４３２ 

 

３．０１ 

３．１２ 

２．９９ 

 

１人当たり費用額（円） 

 

平成18年度上半期診療費（項目別比較表） 

１件当たり費用額（円） 

 

１日当たり費用額（円） 

 

１件当たり日数 
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ふ
る
さ
と 
　
　
　
　     

探
訪
探
訪 
ふ
る
さ
と 
　
　    

探
訪 

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」
か 

　
　
「
ブ
ラ
ウ
ン
デ
ー
」
？ 

 

リチャード・ 
 タルボット 

11

阿弥陀如来像 
町指定有形文化財 
平成9年7月1日指定 

蓮如書執持鈔文  町指定有形文化財 
平成9年7月1日指定 

英語に関する質問などにお答えします。（教育委員会リチャード・タルボット） 電子メール：r-talbot@town.manno.lg. jp

円
徳
寺（
七
箇
）
町
指
定
有
形
文
化
財
 
 

阿
弥
陀
如
来
 御
影
 
一
幅
 

蓮
如
上
人
筆
執
持
鈔
文
　双
幅
 

 

  

光
明
四
十
八
条
の
阿
弥
陀
如
来
像
で
、後

世
の
補
彩
が
認
め
ら
れ
る
が
、絹
本
に
金
の

截
金
を
使
い
衣
紋
の
模
様
を
描
い
た
も
の
で

あ
る
。 

　
明
確
な
製
作
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、

像
様
や
絹
の
状
態
な
ど
か
ら
み
て
戦
国
期

の
天
文
年
間
頃
に
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
、円
徳
寺
が
当
地
に
移
り
最
初
の
本
尊

と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

　
註
1
絹
本
＝
絹
地
に
書
い
た
仏
　
註
2

截
金
＝
金
を
叩
い
て
紙
の
様
に
う
す
く
し

て
用
い
る
　
註
3
衣
紋
＝（
襞
）衣
服
な
ど

折
り
た
た
ん
で
つ
け
る
折
目 

 

　
本
願
寺
第
八
世
蓮
如
上
人
が「
執
持
鈔
」

の
文
の
一
部
分
を
掛
幅
に
す
る
た
め
に
抜
き

書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。 

　
「
執
持
鈔
」
は
本
願
寺
第
三
世
覚
如
上

人
が
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、こ
の
う
ち
の
第

二
条
目
で
あ
る「
正
像
末
和
讃
」
を
解
釈
し

た
文
と
、第
五
条
目
の
文
の
一
部
分
を
抜
き

書
き
に
し
た
も
の
で
あ
る
。 

　
蓮
如
上
人
は
、聖
教
の
な
か
で
し
ば
し
ば

掛
幅
と
す
る
た
め
、抜
き
書
き
し
て
門
末

に
授
与
し
た
、な
か
で
も
「
正
信
偈
」の
四

句
を
抜
き
書
き
し
た
「
正
信
偈
文
」
は
、し

ば
し
ば
み
う
け
ら
れ
る
が
、「
執
持
鈔
文
」

は
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、全
国
に

三
点
し
か
存
在
し
て
い
な
い
。 

　
蓮
如
上
人
の
伝
道
姿
勢
を
知
る
の
に
貴

重
な
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。 

　
製
作
年
代
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
が
、

蓮
如
上
人
の
状
況
や
筆
法
に
よ
り
、晩
年
の

七
十
歳
以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
註
4
蓮
如
上
人
＝
応
永
二
十
二
年
生
れ

　
　
　
　
明
応
八
年
遷
化
、八
十
五
歳 

　
註
5
覚
如
上
人
＝
文
永
七
年
生
れ 

　
　
　
　
正
平
六
年
遷
化
、八
十
二
歳 

※ 

毎
年
七
月
の
虫
干
会
に
公
開
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
文
責
　
三
井
正
良（
七
箇
） 

 

 

ケ
ン 

ポ
ン 

キ
リ 

ガ
ネ 

イ  

モ
ン 

シ
ツ 

ヂ 

シ
ョ
ウ 

シ
ョ
ウ
シ
ン  

ゲ 

ヒ
ダ 

註
3

註
4

註
5

註
2

註
1

セ
ン 

ク
ワ 

　
　 

          

　
２
月
に
世
界
中
で
一
般
化
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
は
、
14
日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
「Saint 

V
alentine s D

ay

・
聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
日
」

で
す
。こ
れ
は
国
に
よ
っ
て
習
慣
が
違
い
ま

す
が
、歴
史
的
な
源
は
同
じ
で
す
。
日
本

の
場
合
、バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
は
「
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
受
け
渡
し
の
習
慣
」の
よ
う
で
す
。
 

も
っ
と
詳
し
く
言
う
と
、贈
っ
て
い
る
チ
ョ
コ

に
は
三
種
類
あ
る
よ
う
で
す
。
　
　 

　
一
番
有
名
な
習
慣
は「
義
理
チ
ョ
コ
」で
、

事
務
所
で
働
い
て
い
る
女
性
の
約
４
割
が

渡
し
て
い
る
も
の
だ
と
聞
き
ま
し
た
。
最

近
で
は
職
場
で
女
性
が
上
司
や
同
僚
な
ど

に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
る
の
が
義
務
に
な
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
る
ら
し
い
で
す
。 

　
他
に
「
友
チ
ョ
コ
」
と
い
う
の
は
女
性
の

友
達
同
士
の
間
の
贈
り
物
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、「
本
命
チ
ョ
コ
」
は
告
白
す

る
と
き
や
愛
を
確
か
め
る
た
め
の
物
で
、こ

の
習
慣
が
欧
米
のSaint V

alentine
s D
ay

の
習
慣
と
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

　
欧
米
で
は
19
世
紀
か
ら
チ
ョ
コ
会
社
の

影
響
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
贈
り
物
が
一
般
的

に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、も
っ
と
も
人
気
が

あ
る
の
は
、Valentine

s D
ay card

「
バ
レ

ン
タ
イ
ン
の
日
の
カ
ー
ド
」
を
、無
名
で
気
に

入
っ
た
人
に
送
る
こ
と
で
す
。こ
の
こ
と
か

ら
、私
に
と
っ
て
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
は
、愛

を
発
表
す
る
こ
と
な
の
で
、２
月
14
日
に
愛

し
て
な
い
人
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
る
の
は

な
じ
み
に
く
い
こ
と
で
す
。 

　
も
っ
と
不
思
議
に
思
っ
た
事
は「
ホ
ワ
イ

ト
デ
ー
」と
最
近
の「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」で
す
。

（
※
欧
米
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。） 

　
ま
た
、「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」
は
、チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
贈
る
こ
と
と
、ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
や

オ
レ
ン
ジ
デ
ー
が
色
で
表
現
で
き
る
こ
と
か

ら
、「
ブ
ラ
ウ
ン
デ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
方
が
よ

り
分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。 

ま す ま 
国 際 交 流 

す 
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日
　
時
迯
平
成
１９
年
2
月
3
日（
土
）
１０
時
〜
１２
時

場
　
所
迯
長
尾
会
館 

　
参
加
費
迯
１
０
０
円 

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
作
っ
た
り
遊
ん
だ
り
す
る

つ
ど
い
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
！
　

お
問
い
合
わ
せ
は
薀
７
９
・
２
０
２
１
ま
で
。

「
同
和
問
題
の
解
決
策
」 

　
同
和
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
か
ら
の

考
察
は
今
月
で
最
終
回
で
す
。
同
和
問
題

の
解
決
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。 

　
部
落
差
別
解
消
策
の
一つ
と
し
て「
家
庭

で
の
話
し
合
い
」
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
期

待
で
き
る
役
割
は
各
町
間
で
同
一
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、近
代
的
核（
小
）家
族
制
下

の
家
庭
内
会
話
は
人
権
問
題
だ
け
に
限
ら

ず
、す
べ
て
の
話
題
に
つ
い
て
減
少
の
一
途
を

辿
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
同
和
問

題
解
決
の
た
め
に
は「
そ
の
場
で
注
意
す
る
」

「
結
婚
や
就
職
で
差
別
し
な
い
」
な
ど
自
ら

の
態
度
を
改
め
る
よ
り
「
交
流
を
深
め
る
」

「
家
庭
で
教
え
る
」
な
ど
知
識
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
重
視
す
る
回
答
者
が
多
く
数
え

ら
れ
ま
す
。
部
落
問
題
の
解
決
は
「
国
民

的
課
題
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
に
拠

り
か
か
る
こ
と
で
、自
分
に
振
り
か
か
り

自
己
に
問
わ
れ
て
い
る
課
題
を
「
建
前
」に

そ
ら
し
、回
避
し
て
し
ま
う
態
度
が
傾
向

と
し
て
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
今
後
の
人
権

教
育
・
啓
発
活
動
の
前
進
に
向
け
て
何
ら

か
の
検
証
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

 

 

　
わ
た
し
た
ち
四
条
小
の
五
年
生
は
、四
条
タ
イ
ム
の
時
間
に
、自
分
た
ち
で
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
活
動
の
ひ
と
つ

と
し
て
、学
校
の
近
く
に
あ
る
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の「
百
百
の
家
」に
訪
問
し
、

お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
と
ふ
れ
合
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
学
期
、は
じ
め
て
の
訪
問
の
中
で
一
番
心
に
残
っ
た
の
は「
お
話
タ
イ
ム
」で
し

た
。百
百
の
家
に
は
、普
段
近
所
で
会
う
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
と
同

じ
で
健
康
で
元
気
な
人
も
い
ま
し
た
が
、足
が
不
自
由
な
人
や
無
口
な
人
も
い

ま
し
た
。で
も
、そ
の
人
た
ち
も
話
し
か
け
る
と
、と
て
も
楽
し
そ
う
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、中
に
は
な
か
な
か
話
が
は
ず
ま
ず
、一
人
ぼ
っ
ち
で
つ
ま

ら
な
そ
う
に
し
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。わ
た
し
は
、「
次
に
く
る
時
は
、絶
対
に

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
。
」
と
思
い
ま
し
た
。 

　
二
回
目
の
訪
問
は
、十
二
月
と
い
う
時
期
を
考
え
、ク
ラ
ス
で
相
談
し
ク
リ
ス

マ
ス
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。い
よ
い
よ
活
動
開
始
。
最
初
に
、「
メ

リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」
と
い
う
か
け
声
と
と
も
に
、雪
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
真
っ
白
の
紙

吹
雪
を
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
ふ
ら
す
と
、お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の
顔
が
い
っ
せ

い
に
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。ミ
ニ
ツ
リ
ー
・
リ
ー
ス
づ
く
り
で
は
、い
ろ
い
ろ
な
話
を

し
な
が
ら
と
て
も
楽
し
く
活
動
で
き
ま
し
た
。
わ
た
し
が
、「
き
れ
い
に
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
ね
。
」
と
話
し
か
け
る
と
、「
よ
か
っ
た
、よ
か
っ
た
。
」
と
涙
ぐ
ん
で

い
ま
し
た
。
最
後
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
を
手
作
り
の
歌
詞
カ
ー
ド
で
い
っ
し
ょ
に
歌

っ
た
時
は
、み
ん
な
が
笑
顔
で
歌
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
顔
を
見
て
い
る

と
、わ
た
し
も
胸
の
辺
り
が
あ
っ
た
か
く
な
っ
て
、目
の
辺
り
が
あ
つ
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。 

　
わ
た
し
が
こ
れ
ま
で
の
百
百
の
家
訪
問
で
学
ん
だ
こ
と
は
、一
人
ぼ
っ
ち
だ
と

さ
み
し
く
て
、つ
ま
ら
な
い
顔
に
な
る
け
れ
ど
、み
ん
な
で
関
わ
り
合
っ
て
い
け
ば

笑
顔
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
わ
た
し
は
、百
百
の
家
だ
け
で
な
く
、こ
こ

か
ら
地
域
に
も
笑
顔
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、み
ん
な

が
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

人権  
啓発  

会館ジャーナル 

長尾会館 
子どもの集い 

 

  

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ 

 

　
同
和
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
か
ら 

潭 
解決のために自分はどうするか（単位％） 

　
四
条
小
学
校
五
年
　 

　
　
　
　
三
宅
　
彩
香 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の 

　 

百
百
の
家
訪
問 

２７．２ 

１８．８ 

３４．５ 

２４．８ 

１８．０ 

１１．５ 

１７．７ 

１８．１ 

１３．３ 

１３．３ 

 

２８．２ 

１９．０ 

３１．７ 

２９．１ 

２４．６ 

１４．３ 

１８．３ 

２０．８ 

１０．６ 

９．７ 

 

２５．７ 

１７．５ 

３９．５ 

２３．４ 

１１．５ 

１０．３ 

１３．７ 

１４．５ 

１７．２ 

１２．１ 

 

２７．８ 

１９．９ 

３２．３ 

２１．９ 

１８．０ 

９．８ 

２１．１ 

１８．９ 

１２．０ 

１８．２ 

 

２００５ 

１９９８ 

２００５ 

１９９８ 

２００５ 

１９９８ 

２００５ 

１９９８ 

２００５ 

１９９８ 

 

交流深める

家庭で教える

その場で注意

結婚就職差別せず

自然解消

調査年  旧琴南町  旧満濃町  旧仲南町  ３町平均

人権作文コーナー 人権作文コーナー 

つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う  

オ
セ
ロ 

つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う 

オ
セ
ロ 
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平
成
１８
年
度
秋
季
成
人
善
行
表
彰 

薀
79
―
３
３
２
６
、仲
南
荘
老
人
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
薀
77
―
２
３
２
３
ま
で 

高
等
学
校
通
信
課
程
生
徒
募
集 

修
業
年
限
／
３
年
修
業
コ
ー
ス（
丸
亀
高

校
）、４
年
修
業
コ
ー
ス（
高
松
高
校
・
丸
亀

高
校
） 

出
願
資
格
／
中
学
校
又
は
こ
れ
に
準
ず

る
学
校
を
卒
業
し
た
人 

年
間
受
講
料
／
一
科
目
に
つ
き
７
１
０
円
、

そ
の
他
教
科
書
代
等
が
必
要 

出
願
受
付
期
間
／
平
成
19
年
２
月
26
日

（
月
）か
ら
３
月
20
日（
火
）13
時
ま
で 

作
文
・
面
接
試
験
日
／
個
別
に
通
知 

問
い
合
わ
せ
／
香
川
県
立
丸
亀
高
等
学

校
通
信
課
程
薀
23
―
６
０
０
３
、香
川
県

立
高
松
高
等
学
校
通
信
課
程
薀
０
８
７（
８

３
１
）７
２
４
４ 

 

　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

食
料
品
消
費
モ
ニ
タ
ー
募
集 

仕
事
の
内
容
／
年
間
４
回
程
度
の
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
回
答
、研
修
会･

懇
談
会
等
へ
の
出

席
、意
見
、要
望
の
提
出
な
ど 

募
集
人
員
／
香
川
県
16
名 

応
募
資
格
／
食
生
活
や
食
料
品
の
規
格
、

表
示
及
び
価
格
に
関
心
の
あ
る
20
歳
以

上
の
男
女 

任
期
／
依
頼
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31

日
ま
で 

謝
金
／
所
定
の
金
額 

応
募
方
法
／
官
製
は
が
き
に「
郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、電
話
番
号
、

家
族
構
成
、官
公
庁
の
モ
ニ
タ
ー
経
験
の
有

無
、簡
単
な
応
募
動
機
」
を
記
入
の
う
え
、

２
月
28
日（
消
印
有
効
）ま
で
に
、〒
７
６

０
―
０
０
１
８
　
高
松
市
天
神
前
３
―
５ 

　
香
川
農
政
事
務
所
消
費
生
活
課
食
料

品
消
費
モ
ニ
タ
ー
係
薀
０
８
７（
８
３
１
）８

１
５
５
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

木
造
住
宅
耐
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー 

「
自
分
で
守
ろ
う
大
事
な
わ
が
家
」 

　
地
震
に
強
い
木
造
住
宅
の
構
造
の
仕
組

み
を
説
明
し
、大
地
震
に
備
え
た
耐
震
診

断
や
改
修
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く

ご
紹
介
し
ま
す
。 

日
時
／
平
成
19
年
２
月
９
日（
金
）
13
時

　
　    

30
分
〜
16
時 

場
所
／
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
・
第
一
小

　
　
　
ホ
ー
ル 

講
師
／
武
蔵
工
業
大
学
教
授 

　
　   

大
橋
好
光
氏 

募
集
人
員
／
３
０
０
人（
先
着
順
） 

申
し
込
み
／
電
話
又
は
フ
ァ
ク
ス
で（
社
）

香
川
県
建
築
士
事
務
所
協
会
薀
０
８
７（
８ 

２
１
）４
２
８
０
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７（
８
２
３
）

０
７
１
２ 

問
い
合
わ
せ
／
香
川
県
土
木
部
住
宅
課

住
環
境
整
備
グ
ル
ー
プ
薀
０
８
７（
８
３
２
）

３
５
８
４ 

　
　
　
　
　 

 

と  き：2月10日(土)13：00～16：00 
　   (試食＆ラッピングのお話有り) 
　　募　集：20名(先着) 
　　参加費：500円(材料費)当日集金 
　　持参物：エプロン 
　　講　師：山神潮美さん(吉野) 
申し込み、 
問い合わせ：かりん会館     薀75-0200 

かりん会館イベント情報 

香川県知事表彰 

香川県老人クラブ連合会会長表彰 

青野　保氏（佐文） 
まんのう町老人クラブ連合会会長 

 

眞鍋甚太郎氏（吉野） 
まんのう町老人クラブ連合会理事 

 

葛原 章氏（七箇） 
まんのう町老人クラブ連合会理事 

 

特別表彰　 

　斉藤 惠子さん（買田） 
実行章（成人個人の部） 

　増田　 未さん（公文） 
　丸山　 功さん（公文） 
　北山 　明義さん（公文） 
 

バレンタイン用 
手作り菓子教室 

平成18年度 
「小さな親切」運動琴平地区大会表彰 

 

 
 

第２３回 
香川県老人クラブ大会 表 彰  

多年にわたり、老人クラブ連合会の発展に 
貢献された、三名の方が表彰されました。 

日時/平成19年3月25日（日）

場所/こんぴらレイクサイドゴルフ倶楽部

会費/3,000円（プレー費は実費）

まんのう町民、町内企業に勤務され
る方なら、老若男女、プロ級、初心者
問わず参加できます。先着250名で
締め切ります。 

大勢の参加をお待ちしています。 

  まんのう町民ゴルフ大会実行委員会　 
           代表　寺島　TEL 79-3059 
 

第1回
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 国
民
年
金
の
保
険
料
は
全
額
所
得
控
除
さ

れ
ま
す 

◆
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。

　
昨
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
納
付
し

た
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、「
社
会
保
険

料
控
除
」の
対
象
と
し
て
所
得
額
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。
控
除
額
は
、民
間
の
個
人

年
金
・
生
命
保
険
等
は
、最
高
５
万
円
ま

で
で
す
が
、
国
民
年
金
は
、
納
付
し
た
額

全
額
が
控
除
さ
れ
、節
税
と
な
り
ま
す
。 

毎
月
分
の
保
険
料
の
他
、前
納
し
た
保
険

料
、納
め
忘
れ
て
い
た
前
年
分
以
前
の
保

険
料
、免
除
期
間
を
追
納
し
た
保
険
料
も

申
告
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、平
成
17
年
分
の
所
得
申
告
か
ら

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
等
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。 福

祉
保
健
課
薀
73
―
０
１
０
２

吉
野
地
区
高
屋
原
に
建
設
中
の
総
合
公

園
の
名
称
を
募
集
し
ま
す

期
間
／
平
成
19
年
２
月
１
日
〜
２
月
28
日

　
　
　
※
消
印
有
効 

申
し
込
み
／
住
所
、氏
名
、年
齢
、公
園
名

　
　
　
　
　
称（
一
人
一
点
・
様
式
自
由
）を

　
　
　
　   

記
入
し
、建
設
課
ま
で
郵
送
、

　
　
　
　
　
又
は
持
参 

選
考
方
法
／
公
園
整
備
の
検
討
委
員
会

　
　
　
　
　
等
に
よ
る
。 

　
決
定
者
に
は
本
人
通
知
す
る
と
と
も
に
、

粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。
ま
た
、４
月
号
の

広
報
紙
に
掲
載
を
予
定
。 

お
問
い
合
わ
せ
／
建
設
課
薀
73
―
０
１
０
７
 

 

免
税
軽
油
の
交
付
申
請
受
付
に
つ
い
て 

　
春
の
農
業
用
軽
油
免
税
申
請
の
受
付

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。 

受
付
日
／
平
成
19
年
２
月
８
日（
木
）、 

　
　
　
　
２
月
９
日（
金
） 

受
付
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

受
付
場
所
／
役
場
本
庁（
３
階
第
２
会
議

　
　
　
　
　 

室
）、琴
南
支
所
、仲
南
支
所 

■
持
参
す
る
も
の 

継
続
の
場
合
／
印
鑑
・
耕
作
証
明
書 

更
新
の
場
合
／
印
鑑
・
証
紙
代
４
０
０
円
・

　
　
　
　
　
　
耕
作
証
明
書 

新
規
の
場
合
／
印
鑑
・
証
紙
代
４
０
０
円
・

　
　
　
　
　 

耕
作
証
明
書
・
農
業
機
械 

　
　
　
　
　
　
の
納
品
書
か
購
入
証
明
書 

　
今
回
は
、春
申
請
者
分
の
受
付
と
な
り

ま
す
。
免
税
チ
ケ
ッ
ト
は
４
月
１
日
か
ら

使
用
可
能
の
も
の
に
な
り
ま
す
。 

　
受
付
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、直
接
個

人
で
中
讃
県
税
事
務
所（
坂
出
市
薀
46
―

１
６
１
３
）に
て
申
請
し
て
下
さ
い
。 

　
耕
作
証
明
書
は
役
場
本
庁
１
階
産
業

経
済
課
、琴
南
支
所
、仲
南
支
所
で
申
請

で
き
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
／
産
業
経
済
課
薀
73
―
０

１
０
５
、琴
南
支
所
薀
85
―
０
１
０
３
、仲

南
支
所
薀
77
―
２
１
１
５ 

 住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）

を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

　
「
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も

の
を
見
せ
て
く
だ

さ
い
。
」
と
い
わ
れ

て
困
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
顔
写
真
付
の

住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
は
、運
転

免
許
証
な
ど
と

同
様
に
公
的
な

身
分
証
明
書
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま

す
。
住
民
課
・
各
支
所
で
５
０
０
円
で
発
行

し
ま
す
。 

電
話
予
約
に
よ
る
時
間
外
交
付
を
ご
存

じ
で
す
か
？ 

　
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
人
の
「
住
民

票
の
写
し
」
と
「
印
鑑
登
録
証
明
書
」
は

執
務
時
間
内
に
電
話
予
約
す
れ
ば
、平
日

の
午
後
５
時
15
分
か
ら
８
時
、ま
た
は
土
・

日
曜
日
、祝
日
の
午
前
８
時
か
ら
午
後
８

時
の
間
に
本
庁
の
宿
日
直
者
か
ら
交
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
薀
73
―
０
１
０
１ 

  
 

募
　
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い 

　
日
頃
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
が
一
時
的

に
介
護
か
ら
解
放
さ
れ
心
身
の
負
担
軽

減
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
目
的
の
つ
ど
い
。 

日
時
／
平
成
19
年
３
月
13
日（
火
） 

場
所
／
松
山
（
砥
部
焼
き
の
里
・
道
後
温

　
　
　
泉
） 

対
象
者
／
ご
家
庭
で
介
護
を
行
っ
て
い

　
　
　
　
る
方 

募
集
人
員
／
35
名 

参
加
費
／
１
、５
０
０
円（
昼
食
代
含
む
）

　
　
　
　
当
日
集
金
し
ま
す
。 

集
合
場
所
／
ま
ん
の
う
町
役
場
本
庁
又

　
　
　
　
　
は
仲
南
荘 

申
し
込
み
／
3
月
1
日（
木
）
ま
で
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
薀
73
―
０
１
２
５

又
は
、満
濃
荘
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

情報 
 ひろば 
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新
し
い
年
の
無
火
災
・
無
災
害
を
願
う

ワ
イ
ワ
イ
、カ
ル
タ
で
食
育
学
習

美
霞
洞
渓
谷
の
あ
か
り

　１月７日、町民文化ホールほかでまんのう町

消防団出初式が行われました。 

　式には消防団や来賓など約４１０人が参加し、

サンスポーツランドで観閲式が行われた後、町

民文化ホールで永年消防業務に精励した団

員への表彰や団長訓示などが行われ、新しい

年の無火災、無災害を願いました。 

 

 

　12月20日、長炭小学校の５年生児童がしめ

縄作りに挑戦しました。 

　しめ縄作りは総合学習（稲作）の一環として

行われており、一年を締めくくる行事です。 

　児童たちは地域のボランティアグループ（み

どり会）の指導を受けながら、「縄ない」技術を

学習し、2時間程で立派な飾りが付いたしめ縄

を完成させていました。 

 

まんのう町消防団出初式 

 

長炭小総合学習 

12分団387人が集結しました。 児童１人ひとりがしめ縄を完成させました。 

し
め
縄
作
り
で
伝
承
文
化
に
触
れ
る

　12月５日、農村婦人の家で満濃南小学校の

５年生児童52名が食育学習を行いました。 

　「お米には、七人の神様、宿っている」などと

読み上げると、競ってカルタを探していました。

この他、農協婦人部、満濃地区ヘルスメイトの

講習会や児童が収穫した米や芋などを使った

昼食会が行われ、楽しみながら食の大切さを学

んでいました 

 

満濃南小食育教室 

真剣なまなざしでカルタを探す児童たち 

　12月10日から１月７日までの間、道の駅こと

なみやエピアみかどを中心に、『ことなみ土器

どきフェスタ２００６・美霞洞渓谷のあかり』（主催：

催：ことなみイベント協会）が開催されました。 

　期間中はクリスマスイルミネーションなどで

幻想的な風景を作り出すとともに、クリスマス

や正月飾り作りなどの各種体験教室や音楽バ

ンドの演奏などが行われ、多くの観客で賑わい

ました。 

 

ことなみ土器どきフェスタ２００６ 

大勢の参加があったわら細工体験 



日  程           行事名   　      時   間 　     場   所 日  程           行事名   　      時   間 　     場   所 
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2 月の行事予定 

とき　　　　 大 会 名  ところ  結   果  

平成18年　町内の110番・119番 

物損（件） 

人身（件） 

死亡（件） 

火災（件） 

救急（件） 

21（57） 

10（16） 

0（0） 

0（2） 

54（94） 

 

347（373） 

172（207） 

4（1） 

21（18） 

841（866） 

 

12月中 区　分 

日 科 電話 医療機関名 

1月からの累計 

 

交通事故 

 

 

救急出動 

 

 （　　）は昨年同期 

11
月
16
日（
木
） 

12
月
3
日（
日
） 

11
月
5
日（
日
） 

吉野公民館 
 グラウンド 

琴南中学校 
   柔剣道場 

満濃武道館 

第１回 
町長杯 
ゲートボール大会 

第２４回 
琴南地区 
少年剣道大会 

第１３回 
まんのう町 
体育協会会長杯 
卓球大会 

優勝　　　  追上 

準優勝　　   四条 

第3位　　    宮田 

 小学校低学年の部　優勝　　稲垣　大地 

　　　　　　　準優勝　青木　愛 

　　　　　　　第3位  　山下　千尋 

小学校高学年の部　優勝　　萩岡　起也 

　　　　　　　準優勝  森　 和哉 

　　　　　　 第3位 　川口　千穂美 

中学生の部　　　優勝　　下岡　直人 

　　　　　　　準優勝　中西　悠輔 

　　　　　　  第3位　萩岡　侑祐 

　　　　　　　第3位　森　 裕之 

団体の部　　　　優勝　 Ｂチーム 

 

シングルス　　優勝　　宮地　勝夫 

　　　　　　　準優勝 　竹内　健二郎 

　　　　　　　第3位  　高丸　泰史 

ダブルス　　　優勝　 藤田・竹内健 

　　　　　　　準優勝　宮地・黒井 

　　　　　　　第3位　竹内佐・近藤 

 

訂正とお詫び/広報1月号14ページ最下段左、伊藤さんの名前に誤りがありました。 正しくは伊藤啓祐さんです。訂正してお詫びします。 

休日当番医スポーツの結果（敬称略）

※ 当番医は予告なく変更する場合があります。ご了承ください。 

4日 

11日 

12日 

18日 

25日 

内科 

内科 

内科 

内科 

内科 

外科 

外科 岩佐病院 

森内科医院 

大浦内科消化器科医院 

ふかだクリニック 

山本ヒフ泌尿器科医院 

いわさき循環器科内科クリニック 

池田内科医院 

75-1600

73-2211

75-3112

75-2700

73-2366

73-3535

73-4188

1日（木）

5日（月） 14日（水）

15日（木）

  20日（火）

  21日（水）

  22日（木）

26日（月）

28日（水）

7日（水）

9日（金）

8日（木）

　 

心配ごと相談　　　      13:00～16:00　 満濃農改センター 

健康相談　　　　　　   10:00～11:30　 保健センター 

乳幼児検診　             13:30～14:30　　満濃農改センター 

勤労者無料相談　       18:00～20:50 
　　　　　　　　　　　要予約　 
　　　　　　　　　　　薀75－1515　　勤労青少年ホーム 
 

 心配ごと相談　          13:00～16:00　  仲南支所2階小会議室 

心配ごと行政相談　       13:00～16:00　  仲南支所2階小会議室 

かりん温泉健康講座　 13:30～　　　　   かりん温泉 
「食からはじまる心豊かな 
  暮らしで健康に」　             　　　　　　　　　     ※受講券は健康増進室まで 

 心配ごと相談　　　　　 13:00～16:00　  満濃農改センター  

 身体障害者相談          　9:00～12:00　   町役場４階第２委員会室 

 

2歳児検診　　　　　 13:30～14:30　　満濃農改センター 

こころの健康相談　      要予約　 
　　　　　　　　　　　薀73－0126　　 
法律相談　　　　　　　要予約 町社協　 
　　　　　　　　　　　薀73－3313 
　　　　　　　　              13:00～16:00 　 満濃農改センター 
 

勤労者無料相談　         18:00～20:50 
　　　　　　　　　　 要予約 
　　　　　　　　　　　薀75-1515　  勤労青少年ホーム 
 

乳幼児検診　               13:30～14:30　   琴南農改センター 

胃がん検診　　　　       8:30～10:00    仲南農改センター 

子宮がん検診　             9:30～10:30　  仲南農改センター 

人権行政相談　           10:00～15:00　  町役場3階第2会議室 

健康相談　　　　　　　10:00～11:30　　かりん温泉 

勤労者無料相談　        18:00～20:50 
　　　　　　　　　　　要予約 
　　　　　　　　　　　薀75-1515　　勤労青少年ホーム 
 

人権相談　          　   10:00～15:00　  仲南支所2階小会議室 

心配ごと相談             　9:00～12:00　  琴南総合センター  

心配ごと相談　                9:00～12:00　 琴南農改センター  

勤労者無料相談　      18:00～20:50 
                               要予約 
　　　　　　　　　    薀75-1515　　勤労青少年ホーム 
 

健康相談・教室　          10:00～14:00　　エピアみかど 

こころの健康相談　　　要予約　　　 

　　 

人権行政相談　　　　　10:00～15:00　 琴南総合センター 

身体障害者相談　           13:30～16:30　 仲南支所2階小会議室 

身体障害者相談　           9:30～11:30　 琴南農改センター 

 

薀73-0126
健康増進室 

健康増進室 

テレフォンサービス  　薀73-4400 (日･祝のみ) 
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りゅうの目のなみだ 

おおきなかぶ 

満濃南小学校2年 

新林みづき 

仲南小学校 
3年 

高地あずみ 

仲南小学校 
4年1組 

細谷琢郎 

仲南小学校 
4年2組 

長原比佳梨 

満濃南小学校１年 

萱原良也 

リサイクル可能な 
大豆油インクを使用しています。 

古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています。 

仲南小学校記者クラブ 

●この広報紙は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全戸に配付しています。 
　配布についての問い合わせは、まんのう町企画情報課 薀73-0106まで 

広報にお子さんの写真を掲載しませんか？ 

1～3才までのお子さんの写真を募集しています。 

  問い合わせ先  企画情報課  TEL73-0106

が
ん
ば
っ
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
十
二
月
十
二
日
の
三
、四
校
時
に
仲
南

小
学
校
で
初
め
て
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。
三
、四
年
生
は
千
三
百
メ
ー
ト
ル

走
り
ま
し
た
。
四
年
生
と
い
っ
し
ょ
に
走
る

と
す
ご
く
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。 

　
ス
タ
ー
ト
し
て
、初
め
は
前
の
方
で
し
た
。

で
も
だ
ん
だ
ん
四
年
生
や
友
だ
ち
に
ぬ
か

れ
て
し
ま
い
、自
分
が
さ
い
後
か
と
思
い
な

が
ら
走
り
ま
し
た
。 

　
さ
い
後
の
下
り
坂
の
所
で
、先
生
が
「
が

ん
ば
っ
て
ー
！
」と
は
げ
ま
し
て
く
れ
た
の
で
、

前
に
い
た
友
だ
ち
を
ゴ
ー
ル
の
近
く
で
ぬ
き

ま
し
た
。
あ
き
ら
め
ず
に
さ
い
後
ま
で
走
れ

て
よ
か
っ
た
で
す
。
来
年
は
も
っ
と
速
く
走

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

う
ど
ん
パ
ー
テ
ィ
ー
大
成
功

　
十
二
月
十
三
日
に
み
ん
な
で
う
ど
ん
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
ま
し
た
。
う
ど
ん
を
は
じ
め
か

ら
作
っ
て
お
客
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
校
長
先
生
も
教
頭
先
生
も
善
通
寺
の

お
寺
か
ら
来
て
く
れ
た
お
ぼ
う
さ
ん
も
「
お

い
し
い
！
」
と
言
っ
て
お
か
わ
り
も
し
て
く

れ
て
い
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

　
前
に
、善
通
寺
に
行
っ
て
お
ぼ
う
さ
ん
に

空
海
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
紙

し
ば
い
に
し
て
発
表
し
ま
し
た
。お
ぼ
う
さ

ん
も
、と
て
も
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
た
の
で「
よ

か
っ
た
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
、楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を

し
た
い
で
す
。 

 

珍しい赤色ダイコン収穫 
 　

12
月
中
旬
、
吉
野
（
宮
東
）
地
区
の
長
野
達
さ
ん
の
畑
で
、
赤
色
の
大
根
が

収
穫
さ
れ
ま
し
た
。 

　
９
月
中
旬
に
家
庭
菜
園
で
大
根
の
種
を
ま
く
と
、
１０
月
下
旬
に
な
っ
て
白

色
の
大
根
に
混
じ
り
、赤
い
大
根
が
一
本
生
え
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
そ
う
で
す
。 

　
そ
の
後
、
栽
培
を

続
け
る
と
赤
色
大
根

は
成
長
し
、
約
４０
㎝
の

大
根
が
収
穫
さ
れ
ま

し
た
。 

　
長
野
さ
ん
は
「
長

年
大
根
を
栽
培
し
て

い
る
が
赤
色
の
大
根

は
初
め
て
で
珍
し
い
。

調
理
し
て
食
べ
る
予

定
に
し
て
い
る
。
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

収穫した赤色の大根を手にする長野さん 

 

竹
細
工
体
験
を
し
て

　
二
学
期
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、

香
川
孝
典
先
生
の
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら

竹
細
工
体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
学
ん

だ
こ
と
は
、何
で
も
一
生
懸
命
に
す
る
こ
と

で
す
。ぼ
く
は
、め
ん
ど
う
く
さ
が
り
や
な

の
で
、犬
の
置
き
物
を
作
る
時
も
、目
や
耳

を
つ
け
る
の
が
な
か
な
か
う
ま
く
で
き
な

く
て
、す
ぐ
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。で
も
、香
川
孝
典
先
生
が
分
か
り
や
す

く
教
え
て
く
だ
さ
り
、楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
で
も
、分
か
ら
な
い
所
を

や
さ
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
度

す
る
と
き
に
は
、材
料
か
ら
自
分
で
用
意

し
て
、竹
細
工
の
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
み
た
い

で
す
。 

レ ポ － タ － 

レ ポ － タ － レ ポ － タ － 
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